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微生物の増殖準備期間 
（数十分～数時間） 

培養開始から数時間のコロ
ニーの直径は数～数十μm 
レベル 

２）課題：細菌は小さい（０．００１ｍｍ程度）ので目に見え 
  ない。培養して増やし観察するので、時間がかかる。 
      時間短縮と菌種の迅速同定が課題     

図：食中毒菌の培養（分裂）例 

「注釈」コロニー 
増殖した菌の塊（微生物集落） 

１μm=0.001mm 

菌の種類を
確定するま
でには、 
2日－３日程
度かかる 



試料採取 25 g

ストマッカー袋に入れて均質化

試料液 1 mL注入
平板培養

試料液 10 mL
試験管培養

ストマッカー袋

ストマッカー袋全体で
増菌培養

試料液 250 g から採取

検出試験

排液

フィルタA
（残渣除去）

フィルタB
（細菌捕捉）

バルブｄ

食品けん濁液
逆洗液

細菌分離濃縮液

残渣除去
細菌捕捉
(バルブa,b開)

逆流洗浄
細菌分離濃縮液排出

(バルブc,d開)

バルブc

バルブa

バルブｂ

 開発事例⑤  ろ過式微生物自動分離濃縮装置 
・最適ろ過膜で微生物を食品から分離濃縮 

   従来の手順 

開発 

試作機 

（数分から十数分で完了） 

試作機展示：309研究室前 

少ない試料でも濃

縮し検査可能に！ 

 
試料液 

 
試料液 

分離 
細菌捕捉 

濃縮細菌回収 

分離濃縮回収回路 



1mm 

可視光観察 
 （視認不可） 

蛍光観察画像処理 
 （視認可） 

1cm 

蛍光を出す小さなコロニー 
 （0.02～0.1ｍｍ） 

培養用容器 
（シャーレ：直径9cm） 

試作機展示：309研究室前 

 開発事例⑥  光学式微生物微小コロニー検査装置 
・短時間培養で目に見えない段階で微生物検出 



菌 
YYYY YYYY  

菌 

G G G G 

近赤外蛍光 

G 近赤外蛍光ガラス粒子 

Y モノクローナル抗体 

図１．試作機外観 図２．検出のイメージ 

強
度
 

励起光 蛍光 

波長(nm) 

 開発事例⑦  近赤外蛍光検出式食中毒菌検査装置 
・培養不要、抗体、蛍光ガラス標識で特定の食中毒菌検出 

試作機展示：309研究室前 

10μm 



  ご清聴ありがとうございました！ 
 ●プロジェクトは毎年5月頃に公開セミナーを 
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